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多賀越中守領知宛行状　元和４年(1618)

を開催しました！

平成２３年（２０１１）１０月２９日～１１月２７日まで

＊今回の企画展では、新資料の公開も含めて、近世佐柿の始まりともなった京極氏と多賀氏の治世に
ついて紹介いたしました。期間中の入館者数は５１２名でした。

発行・編集　若狭国吉城歴史資料館
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 新収蔵資料　平成23年度購入品　　　当館蔵

　　平成２３年度秋季企画展

国吉城ゆかりの戦国武将展①
～若狭国主京極氏と国吉城代多賀越中守～
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②生没年 ・・・

③先　祖 ・・・

大津時代
：

佐柿時代
：

松江時代 ：

龍野時代 ：

⑤子　孫 ・・・

①古文書類
　・京極高次安堵状（慶長５・1600年) 　　・多賀越中守定書(元和８・1622年)
　・佐柿町初り之覚(時期不明）
②発掘調査出品
　・国吉城城主居館跡出土遺物（江戸時代初期とみられる瓦、カワラケ、陶磁器片）
③写真パネル
　・大津籠城合戦関係の地写真パネル 　　・佐柿における多賀越中守の治績写真パネル
　・多賀越中守関連の写真パネル

丸亀時代は、丸亀城大手門前に屋敷地を賜る。代々家老織。知行1100石。
現当主は、東京在住とのこと。

◎企画展での主な展示資料◎

◎今回の企画展に、多賀越中守のご子孫が来館されました！◎

　平成23年11月23日（水）、多賀越中守の子孫が来館されました。
　村上治子さんは、京極家が江戸時代に治めた香川県丸亀市在住で、多賀家
に４姉妹の次女としてお生まれになりました。多賀家の現当主は甥に当り、現在
は東京にお住まいとのことです。
　当企画展のことは、資料のご教示をいただいた丸亀市立資料館で聞いたとの
ことで、「先祖の縁の地である佐柿を探していた。先祖の資料を展示している所
はないし、足を運べてとてもよかった。」と、大変喜んでおられました。

正保２年（1645）５月20日没（『多賀家系図』）。大津籠城合戦（慶長５・1600）の頃は30歳と
あり（『京極家物語覚』）、生年は元亀２年（1571）とみられる。

京極氏と同じ宇多源氏佐々木氏の末流で、京都所司代を勤めた多賀豊後守高忠（京極高
忠とも）、豊後守高晴と続き、父・越中入道玉斎良政の代に山田姓に改める（『多賀家系
図』）。

④事　跡 ・・・

組頭。知行1200石。始めは徳川方に人質として関東に下向も、後に戻って大津
籠城合戦で活躍する。

大津籠城戦の戦功により、京極高次は若狭85000石に転封。
良利、多賀越中守と改め、家老、国吉城代（『多賀家系図』には佐柿城主）とな
り、三方郡を知行する。国吉城の改修を行い、佐柿関所や溜池を設置する。
慶長９年（1604）、大火により町が壊滅。直ちに復興し、その後繁栄する佐柿町
の基礎を築く。
大坂の陣では、一番備えとして手柄を立てる。

京極忠高、出雲隠岐260000石に転封するが、跡継ぎ無く京極氏改易。
家老。知行13000石。

京極高和を新規取立て、龍野60000石で再興。
家老。知行2500石。
没後、京妙心寺塔頭養徳院に葬られる（『多賀家系図』）

◎今回の企画展から、最後の国吉城代・多賀越中守の実像が見えてきました◎

①氏　名 ・・・
『福井県史』等には「多賀越中守」とのみ掲載。

今回、『多賀家系図』や『丸亀市史』等から、「多賀越中守良利」と確認され、大津籠城合戦
以前は山田姓（山田大炊良利）を名乗っていたことが判明。
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たくさんの皆さんが見学に見えています。

『弥美小学校６年生』 今年度の主な団体のお客様
＊校外学習で来館。

４月 鯖江市社会福祉協議会
清明郷土歴史会

５月 佐柿区国吉会シャガのイベント
若越城の会
巌の会　幾久健友会
敦賀市松葉町　慶寿会　２１名

６月 上滝福寿会　（富山市）
福井セカンドライフくらぶ
福井市　山の会

『坂井地区校長会』 着物でブレイク
＊一昨年、はあとふる体験で利用された 古川同年会　（近江八幡市）
学校の先生のご推薦で研修先として来館。 富山地鉄サービス㈱

久々子ふれあいサロン
坂井地区校長会

７月 第１回歴史講座　～国吉城を見に行こう～

８月 友親会　（福井市）
みはまっ子塾　《発掘体験》
第２回歴史講座　～佐柿の城下町を歩こう～
美浜町校長会

９月 第３回歴史講座　～国吉城の戦いを知ろう～　
『福井市シルバー人材センター』
＊以前見学された方のご推薦があり来館。 １０月

小牧市教委文化財保護審議会
高社研・高教研地歴公民部会
福井市語り部

千歳会
町民文化祭（無料公開日）
戦国イベント・レインボーライン

１１月 はあとふる体験（茨城東高校）
若狭地区浄土宗の会
福井市シルバー人材センター

『女性の会』 棗友学級
関西文化の日
女性の会
第５回歴史講座　～「朝倉氏遺跡」で聞こう～

＊町内の女性グループが楽しく見学。

第４回歴史講座　～「のろし」でつなごう～

　２０１０年１１月３０日現在
　　　　来館者数合計は
　

　　　　　　１０，０８３名
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『美浜納涼花火大会に出張テント』 『みはまっ子塾　発掘体験』
＊夜は、大野学芸員がステージでお話しました。 ＊小雨まじりの夏の日、親子で楽しく体験。

『はあとふる体験』 『今年もへしこレディが勉強会』
＊茨城東高校の生徒さんたち来館。 ＊美浜町観光PRのための勉強に来館。

『歴史講座』
 今年度は「美浜町生涯学習講座」として、公民館事務局主催で開催されました。
 『五感でつかもう美浜の歴史』と題して、全６回の講座です。
 町内外から、歴史好き、城好きの皆さんが集まって楽しくすすみました。
 第１回は、「国吉城」を見に行こう
 第２回は、「佐柿の城下町」を歩こう
 第３回は、「国吉城の戦い」を知ろう
 第４回は、「のろし」でつなごう　
 第５回は、「朝倉氏遺跡」で聞こう

 そして・・・１２月２５日（日）、
 第６回の、「発掘現場」で触れよう　が最後と
 なります。
 これまでの詳しい様子は、公民館だよりを
 ご覧下さい。
 写真などもあり、講座の様子がよくわかります。
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有　名　人　来　館　！

《春風亭昇太さん》
＊テレビ『笑点』でおなじみの落語家さん。
　山城好きで、本も出しておられる。
　４月４日に来館され、大野学芸員と、城と二人の故郷・
　静岡県について熱く語る。

《田中光敏監督》
＊４月１６日、安土城築城を描いた映画『火天の城』の監督さんが来館。

《タレントの伊藤かずえさん、花秋奈津さん》
＊１１月２３日旅番組の取材で来館。
　大野学芸員は美女といっしょに、ニッコリ！
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《学芸員の作業室》

12月　ご案内（予定）

25日（日） 　第６回歴史講座　～「発掘現場」で触れよう～

《つぶやき》

　開館時間は１０時から、閉館時間は４時３０分です。３
月末まで冬時間となります。ご注意下さい。（惠）

　（現場説明会）

　１２月に入り、資料館下のイチョウの葉が全て落ちまし
た。そして今年も綺麗な黄色のじゅうたんが見られまし
た。いよいよ冬がやって来ます。外は寒いですが、山城
歩きには最適な頃となっています。

　思わぬ新資料の発見に始まり、最後に国吉城ゆかりの歴史上の人物のご子孫にお会いするという、まさにご縁、
絆を感じた企画展でした。

　平成２３年１１月１９日、２０日の２日間、静岡県浜松市で開催された第１８回全国山城サミット連絡協議会に出席
しました。

　本会は、地域に残る山城を利活用して地域の町おこしを進めている関係自治体・団体が、PR・意見交換・相互連
携協力の場として平成６年の第１回から開催しており、加盟団体は８０を超えてます。美浜町では、国吉城で平成
17年から加盟しており、毎年PRをさせてもらっておりますが、多くの浜松市の皆さんに国吉城を知ってもらうことが
できました。

　今年は、大河ドラマ『江～姫たちの戦国～』で盛り上がった福井県。残念ながら、ドラマには一度も出ることが無
かった国吉城ですが（笑）、トピックス展や歴史講座等で、江と国吉城のつながりは、多くの方々に知っていただけ
たと思います。

　その、大河との関わりもあって企画したのが、巻頭を飾った今年の秋季企画展です。期間中は大変ご好評をいた
だき、多くのお客様にご覧いただきました。

　実は、当初は国吉城と江の両方にゆかりがある別の人物を取り上げる予定でした。しかし、今年６月に思いがけ
ず国吉城代多賀越中守の未発見資料を確認し、浅井三姉妹の次女、初が嫁ぎ、若狭国主となった京極高次の重
臣であることから、こちらを取り上げることにしました。

　よく、同じ「越中守」という官位から、初代城主の粟屋越中守勝久と混同される多賀越中守ですが、実は、国吉城
の主としては最長の在城記録の持ち主（35年）であり、木村常陸介によって開かれた佐柿城下町は、慶長９年
(1604)の大火で灰燼に帰したものを、多賀越中守が復興したもので、現在の佐柿集落の直系のご先祖は、多賀越
中守が形成したものといえます。

　このように、近世佐柿の始まりを形作った多賀越中守ですが、その人物像は謎に包まれ、知名度も低く、福井県
内には資料も皆無という、企画展として取り上げるには、あまりにも伝わるものがない人物なので、まずはその人
物を知るための資料探しから始まりました。

　ちょうど、京極氏や初にゆかりの小浜の県立若狭歴史民俗資料館や、京極忠高が藩主となった島根県松江市、
明治まで京極氏代々が治めた香川県丸亀市の各博物館で、初や京極高次の企画展が度々開催され、そういった
方面を訪れたりした結果、京極家筆頭家老多賀家の消息を示す資料を丸亀市資料館からご教示いただきました。
そのご縁で、多賀越中守のご子孫もお迎えすることもできました。
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